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アートフェアの仕事 すどう美術館 髙橋玉恵

　アーティスト イン レジデンスは現代の作家と語り合う最
もふさわしい場になる。
　そこではアーティストの制作するほとんどのプロセスを目
撃し、作品の出来上がる様子、何枚ものエスキース、悩む姿、
考え込む様子、画材や道具の使い方などを見聞し作品の誕
生に立ち会うことができるし、更には制作のお手伝いを頼
まれることもあれば制作のヒントを求められることもあ
る。参加が決まるとアーティストは地元に何度も足を運び、
先ず情報収集することから始める。そこの地理と自然、歴
史、産業、民俗文化、暮し向きをむき出しの五管を以て
具に観察し未知未見の世界に分け入り作品の構想を練り
上げる。アーティストの眼が見つけ出した体験と体感が
人々の注視する中で作品に化して行く、人々は息をのみ
ながら現場に立ち合い創造の一部始終にハッとする。芸
術家という他所者が、土地の者でさえ向けたことのな
い程の鋭い観察眼で見つけ出したものは新たな財産と
なって重ねられてゆく。美術館や寺院での鑑賞は、名
品名画であることを前提にした歴史的、宗教的な理解
力を求めがちであるが、アーティスト イン レジデン
スでは、このような異論を挿む余地のない遠巻にする
ような鑑賞から作家の造形思考に一歩も二歩も踏み
込んで作品の生々しさを感じることが可能になって
くる。宗教美術や宮廷美術は宗教や権威のためのイ
ンスタレーションのようなものであるが、アーティ
スト イン レジデンスから生まれてくる作品はと
びっきり新鮮で生々しく、創る側も見る側もすぐ
に融け合う空気をつくる。
　そうなんだ、アートってアーティストってこう
いうものなんだ、納得。

こんな話でよかったら (9) 仙仁司

クレヨンと水彩絵具
　クレヨンや水彩絵具は出会いの早過ぎた幼い恋かもしれな
い。幼年期、使い勝手も思うにまかせずクレヨンの綺麗な箱
のセットがその日のうちに不揃いになった無惨な姿、独特の
非日常的な香りと感触。夢中で描きまくった最初の図画の表
と裏を記憶していますか。
　上手さを意識するようになって来た頃の水彩画時代を抜
け、美術を専門に学ぶ時代には旺盛な研究心が油絵に向け
られ、次第に深入りして行く。そのうち意識からクレヨン
画も水彩画も通過点として遠ざかり、表現の主材料として
画家の手に呼び戻されることはきわめて少ない。多くの
人々が幼児教育のプロセスの中でいやという程触れなが
ら、更なる好奇心へと継続して行くことも難しい。専門
店ですら油絵具がほとんどで、国民的画材とでも言って
いい筈のクレヨンや水彩絵具は遠慮がちに並んでいる。
色数も豊富にあって、無心に語り掛け、絵心を刺激して
いるではないか。油絵に精通した手と眼を休めて、ただ
通過してきただけだったクレヨンと水彩絵具に眼と手
を向けてみてはどうだろうか。使い熟されることもな
いままに何時か失ってしまったクレヨンと水彩絵具。
もう一度取り寄せて油絵具と同じようにパラレルに接
してみてはどうでしょうか。
　意識の外で長い時間止まったままでいたクレヨン
と水彩絵具を現在のあなたのすぐれた眼と手によっ
てあなたの中を動き出すチャンスを見つけてはどう
でしょうか。
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三
月
十
一
日
に
東
北
を
中
心
に
起
こ
�
た
大
地
震

と
津
波
�
そ
れ
に
伴
う
福
島
の
原
子
力
発
電
所
の
事

故
は
想
像
を
絶
す
る
大
き
な
災
害
と
な
り
ま
し
た
�

被
災
者
の
方
々
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ

る
ば
か
り
で
す
�

　

こ
の
よ
う
な
時
に
美
術
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う

声
も
あ
り
ま
す
し
�
被
災
地
か
ら
離
れ
た
ア
�
テ
�

ス
ト
の
中
に
も
�
今
�
作
品
な
ん
か
作
�
て
い
て
い

い
の
だ
ろ
う
か
と
悩
む
人
も
い
ま
す
�

　

確
か
に
未
曾
有
の
災
害
を
受
け
て
い
る
日
本
に

あ
�
て
�
そ
れ
ぞ
れ
が
何
を
な
す
べ
き
か
を
考
え
�

行
動
を
す
る
こ
と
は
大
事
で
あ
り
�
現
に
国
内
外
を

問
わ
ず
�
支
援
金
や
支
援
物
資
を
拠
出
し
た
り
�
ボ

ラ
ン
テ
�
ア
と
し
て
現
地
に
向
か
う
多
く
の
方
が
い

て
�
人
間
の
心
の
や
さ
し
さ
に
感
動
を
覚
え
て
い
ま

す
�

　

被
災
者
の
人
た
ち
の
悲
し
み
や
苦
し
み
は
逃
れ
よ

う
が
な
い
と
思
い
ま
す
�
し
か
し
生
き
る
勇
気
や
人

間
の
可
能
性
の
素
晴
ら
し
さ
を
信
じ
て
頑
張
�
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
�
そ
こ
に
芸
術
が
大
切
な
役
目
を

果
た
せ
る
の
で
は
な
で
し
�
う
か
�

　

先
日
�
ギ
�
ラ
リ
�
無
有
斎
で
コ
ン
サ
�
ト
を
行

い
ま
し
た
�
若
い
音
楽
家
た
ち
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏

ワインと料理と絵とパーティ
佐部利典彦
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9pt AA10pt.
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見
え
な
い
力

「
い
い
ね
え
、
あ
な
た
は
毎
日
こ
こ
に
い
て
絵
を
見
ら

れ
て
。」

　

年
に
数
回
地
方
か
ら
上
京
し
、
す
ど
う
美
術
館
に
来

ら
れ
て
絵
を
見
る
の
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
方
か

ら
、
以
前
言
わ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
い
つ
も
ゆ
っ
く
り

と
絵
を
楽
し
ん
で
い
か
れ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

仕
事
場
に
作
品
が
あ
る
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
私

は
、
こ
ん
な
お
客
様
か
ら
の
言
葉
に
あ
ら
た
め
て
作
品

の
力
を
実
感
す
る
。
そ
れ
は
、
す
ど
う
美
術
館
で
働
き

始
め
て
ず
っ
と
感
じ
て
き
た
こ
と
だ
。
仕
事
の
日
常
は
、

ゆ
っ
く
り
絵
を
見
て
い
る
余
裕
も
な
い
こ
と
が
多
い

が
、
作
品
が
あ
る
空
間
に
い
る
だ
け
で
、
気
持
ち
が
元

気
に
な
っ
た
り
、
沈
ん
だ
気
分
を
や
わ
ら
げ
て
く
れ
た

り
す
る
。
い
つ
も
こ
こ
に
い
な
が
ら
、
作
品
の
見
え
な

い
力
に
助
け
ら
れ
て
き
た
、
と
感
じ
て
い
る
。

　

先
月
の
震
災
か
ら
数
週
間
た
っ
た
こ
ろ
、「
し
ば
ら

く
外
出
す
る
気
に
な
れ
な
か
っ
た
。」
と
い
う
方
が
来

ら
れ
て
、
久
し
ぶ
り
に
絵
を
見
て
ほ
っ
と
し
、
気
持
ち

が
や
わ
ら
い
だ
、
と
言
わ
れ
た
。
同
じ
声
を
何
人
も
の

方
か
ら
聞
い
た
。
そ
し
て
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
海
外
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
か
ら
も
、
こ
ん
な
時
こ
そ
ア
ー
ト

の
力
を
生
か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
メ
ー

ル
を
、
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
。
そ
の
気
持
ち
を
結
集

さ
せ
て
、
ど
ん
な
形
で
何
が
で
き
る
か
、
と
今
考
え
て

い
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
玉
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この度、イタリアとの国境にあるスロ
ベニアのアーティスト イン レジデン
スにすどう美術館より、宮塚春美さん、
山中清隆さんとともに、参加してきた。
次の三つの観点から振り返ってみたい
と思う。
１．０からつくるということ、ワーク
ショップということ
個人的な性格なのか、日本人的気質な
のか、その場所で制作する必然性や、
この機会により飛躍したいと考えてし
まう。一方、様々な国からやってきた
作家の中には、いつもやっている仕事
を淡々とこなしていく人も多い。合理
的で数もこなせ、精神的な疲弊も少な
い。私が思いを込め過ぎなのかもしれ
ない。どちらのスタンスでもよいのだ
ろう。でもそうなると作品の良し悪し
もほぼ関係なくなる。全て好しだ。そ
んな解釈でよいのだろうか。
２．制作する環境づくりと制作
朝食を摂り、作品を眺め、制作プラン
を練り、制作し、日向ぼっこし、ワイ
ンを飲んで、ランチを食べて、制作し、
休憩し、ワインを飲んで、ディナーを
食べて、またワインを飲んでパー
ティー。それに、生活と制作の拠点と
なる場所がしっかりとあるのが落ち着
く。日に日に制作に向かうモチベー
ションが上がる。それとともに、他の
作家と交流したいというテンションも
上がる。作品が出来上がり、絆も出来
上がり、次の話へと続いていく。

同じ釜のめしを喰いパーティーを繰り
返すことで、一つのパーティー（一行、
隊）になる。そうして始めて、互いの
作品の中に入れるような気がした。
3.       展示とオークションと鑑賞者と
コレクター
完成した作品の額装や、展示は地元の
ギャラリストや業者が行う。すどう美
術館スタッフがいれば、もっと違った
展示の仕方もできるなとも思った。
ギャラリストの交流もあってもよいと
思う。作家にも刺激になるであろう。
オープニングには数百人のゲストがあ
り、会場入り口で１０€支払う。ワイ
ンはスポンサーの様々な種類のものが
赤白飲み放題。料理は、自家製のハム
とパンに数種類のチーズ。仕上げは
ニョッキ。小作品のオークションでは、
最低価格２００ユーロから次々とお目

は
と
て
も
好
評
で
し
た
�
終
了
後
メ
ン
バ
�
の
一
人

大
鹿
由
希
さ
ん
か
ら
�
出
演
者
四
人
の
総
意
と
し
て

出
演
料
を
震
災
の
被
災
者
の
た
め
に
使
い
た
い
と
の

相
談
を
受
け
ま
し
た
�
芸
術
活
動
を
通
し
て
被
災
者

の
方
々
を
少
し
で
も
な
ぐ
さ
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
と
の
こ
と
で
し
た
�
ち
�
う
ど
す
ど
う
美
術
館
が

考
え
て
い
る
こ
と
と
近
い
こ
と
で
あ
り
�
ど
ん
な
こ

と
が
で
き
る
か
�
皆
で
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し

た
�
今
回
の
収
益
は
そ
の
基
金
と
な
り
ま
す
�

　

ア
�
テ
�
ス
ト
の
協
力
を
得
て
�
六
月
に
す
ど
う

美
術
館
で
�
八
月
に
無
有
斎
で
チ
�
リ
テ
�
展
を
行

な
い
ま
す
�
そ
の
後
も
コ
ン
サ
�
ト
や
チ
�
リ
テ
�

展
を
続
け
�
基
金
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
�

　

な
お
�
今
秋
開
催
予
定
の
﹁
西
湘
地
区
ア
�
テ
�

ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
﹂
の
準
備
も
進
ん
で
い

ま
す
�
海
外
の
ア
�
テ
�
ス
ト
た
ち
が
安
心
し
て
日

本
に
来
ら
れ
る
よ
う
�
こ
の
難
局
を
�
日
本
国
民
一

人
一
人
知
恵
と
勇
気
を
今
こ
そ
出
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
�

当ての作品が競
り落とされてい
く。ちなみに山
中さんの作品は
かなりの高値が
ついた。作品を
観た人たちが作
家である私を探
し、感想を言っ
てくれたり、は
げましてくれた
りする。小さな
村の何と心のゆ
たかなことか。

saburi
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立
川
談
志
の
弟
子
の
立
川

談
大
が
病
気
で
急
逝
し
た
。

三
十
六
歳
の
若
さ
で
あ
る
。

　

先
日
、
お
別
れ
の
会
が
あ

り
出
席
し
た
が
、
二
つ
目
と

し
て
活
躍
中
で
あ
り
、
将
来

が
期
待
さ
れ
て
い
た
だ
け
に

た
く
さ
ん
の
人
が
参
会
さ

れ
、
そ
の
若
き
死
を
惜
し
む

声
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。

　

す
ど
う
美
術
館
が
銀
座
に

あ
っ
た
時
、
三
か
月
ご
と
に

勉
強
の
場
と
し
て
頼
ま
れ

て
、
館
内
で
若
手
落
語
家
の

会
を
し
て
い
た
。
立
川
談
志

の
一
門
の
前
座
に
な
り
た
て

の
志
ら
ら
、
志
の
吉
、
吉
幸
、

そ
し
て
談
大
の
四
人
で
あ

り
、
今
で
も
い
ろ
い
ろ
な
形

で
付
き
合
い
が
続
い
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

小
田
原
に
来
て
す
ぐ
、
い

つ
も
連
絡
係
の
志
ら
ら
さ
ん

に
妻
が
「
移
転
の
お
祝
い
に

小
田
原
の
美
術
館
に
き
て
落

語
を
し
て
」
と
頼
ん
だ
と
こ

ろ
、
早
速
、
志
ら
ら
、
吉
幸
、

談
大
の
死

　

一
月
三
日
、
私
は
東
北
三
陸
海
岸
の

海
に
立
っ
て
い
た
。

　

穏
や
か
な
海
が
ど
こ
ま
で
も
広
が
り

な
ん
と
夕
日
の
美
し
か
っ
た
こ
と
か
。

　

ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
の
モ
デ

ル
と
い
わ
れ
る
島
が
ぽ
っ
か
り
大
槌
湾

に
浮
か
ん
で
い
た
。

　

そ
の
わ
ず
か
２
カ
月
後
、
そ
の
海
辺

の
町
は
も
う
な
い
。

　

四
十
数
年
間
東
京
に
住
ん
で
、
松
井

さ
ん
は
一
年
前
念
願
を
か
な
え
郷
里
に

帰
っ
た
。
海
辺
の
こ
の
町
で
、
こ
れ
か

ら
新
し
い
人
生
を
と
夢
を
た
く
さ
ん
描

い
て
い
た
。

　

家
も
夢
も
友
人
た
ち
も
全
て
流
さ
れ

た
。

　

そ
れ
で
も
松
井
さ
ん
は
ケ
ー
キ
を
作

り
続
け
て
い
る
。
み
ん
な
に
少
し
で
も

美
味
し
い
ケ
ー
キ
を
食
べ
て
も
ら
い
た

い
と
。
須
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友
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AQUAクラブ入会のご案内
年会費　
 一般会員　　3,000 円　　
 特別会員　　10,000 円　
 法人会員　　50,000 円　　　入会随時
 納入方法ご来館時または郵便振込みでお願いします
・郵便振込み　No.00270-7-97439
・加入者名　　すどう美術館友の会　「AQUAクラブ」

ギャラリィ無有斎 展覧会のお知らせ
金土日のみ開廊　11：00 ～ 19：00

（最終日～ 17:00）
（東京都江東区牡丹 3－32－2）
マルティン ファウゼル展

3月 11 日（金）～ 27 日（日）
大矢雅章展

4月 1日（金）～ 24 日（日）

公募
第 14回『若き画家たちからのメッセージ 2011』展
応募者全員に館長が面接し、審査をして出展者を決めます。
遠方の方で来館できない方は、作品資料で審査も可
会期 2011 年 6 月 28 日 ( 火 ) ～ 7 月 10 日 ( 日 )
展示会場 すどう美術館（小田原）
作品 平面 立体 版画他 20 号以下で１人 2点以内 ( 立体は応相談 )
募集人員 20 名 (30 歳くらいまで )
申込締切 2011 年 3 月末日
すどう美術館賞として２点以内の作品を買い上げします。
受賞作家は後日、すどう美術館にて企画の展覧会を行います。
応募方法は TEL、FAX、メールにて面接日予約の上、募集要項に
ついている申込書送付にて
( 募集要項はホームページで掲載中 )
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　この度の東日本大震災に於きまし
て、被災された皆様、また関係者の
皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　あの日、宮城県にいる私の親戚た
ちも地震と大津波に襲われ、全員の
安否が不明となり必死に探し続けて
１０日ほど経った頃にやっと全員無
事だという事が確認出来ました。
　しかし、町は壊滅的で少しずつ復
旧してきてはいますが、依然として
厳しい状況が続いていると聞きます。
　震災後、被災地の親戚と電話をす
る事ができ、何とか助けたい一心で
話をすると、「そちらも大変でしょう。
こちらはみんなで協力して何とかし
ているので安心して。」、「大丈夫、そ
ちらで普通に生活していて。」などと
言われ、被災地にいない私には考え
られないほど大変な状況であるにも
関わらず、遠方の私たちの事を気遣
う親戚たちの言葉に涙が止まりませ
んでした。
　私はみんなを助けたいと思いなが
ら、そんな親戚たちの優しい言葉に
不安と心配でたまらない自分の気持
ちを助けてもらっていました。

第 5回 丹沢アートフェスティバル4月 29 日（金）～ 5月 31 日（火）秦野市を中心に周辺のギャラリーなどでアート作品を展示すどう美術館も参加します。http://0463.tv/tangei/
 
第 2 回 小田原もあ展
・6月 2日（木）～ 5日（日）10：00 ～ 17：00 すどう美術館の現代アートと伝統工芸品のコラボレーション展示 ツノダ画廊（小田原銀座通り）・6月 4日（土）、5日（日）10：00 ～ 17：00 すどう美術館のワークショップ　みんなで創るアート「つながる」 倭紙茶舗「江嶋」前（小田原銀座通り）

げんき芸術活動チャリティ展（仮称）ご協力のお願い
 
『何かアートで自分にできることはないかと思っています』という声があの日
以来たくさん寄せられています。いてもたってもいられない気持ちは誰でも同
じだと思います。巻頭文でお知らせしたとおり下記のようにチャリティ展を開
催します。ご協力よろしくお願いします。

本基金は、げんき芸術活動基金（仮称）という名称にします
芸術活動を通して被災地に元気を届けていきます

記
すどう美術館　　　　　２０１１年６月１４日（火）～２０日（日）
ギャラリィ無有斎　　　２０１１年７月２９日（金）～８月７日（日）

ご協力いただける作家の皆さま
・作品を１点ご提供お願いします。作品の大小、手法等は問いません。
・６月１２日迄にすどう美術館に届くようお願いします。
（受け付けは５月１５日より）
・販売価格についてはすどう美術館にお任せいただきます。支援金と言うこと
を考慮して価格を決めさせていただきます。
・６月のすどう美術館でのチャリティ展終了後、８月のギャラリィ無有斎のチャ
リティ展に巡回します。その後も機会を作りチャリティ展を開催していきます。
ご提供いただいた作品は返却できませんが被災地に展示し作品を寄贈すること
も考えています。
・収益は全額げんき芸術活動基金 ( 仮称 ) に加算します。

チャリティ展は１週間です。ぜひ多くの皆さまのご来館をお待ちしています。
・初日の６月１４日（火）は無有斎で演奏したメンバーを中心にチャリティコ
ンサートも開催します。（詳細は後日お知らせします）

※ご不明の件がございましたらお問い合わせください

　これまでも自分の生活や作家活動
に於いてたくさんの方々に支えられ
ているのだと思っていましたが、今
回これほどまでに強くその事を感じ
た事はありません。
　私も何かの役に立ちたい、自分に
出来る事は何なのか、まだ被災地の
親族にすら少しの物資しか送れない
自分が情けなくなる事もありますが、
今自分に出来る事は不安や噂に流さ
れる事なく冷静に、そして被災した
方々を思いながら謙虚に生活する事
だと考えています。その中で、自分
に出来る支援のあり方を見つけ行動
していく事だと思っています。
　「がんばれ東北！がんばれ日本！」
私もこの言葉に賛同し、震災で亡く
なられた方々のご冥福を祈りながら、
微力ながら人として芸術家として役
に立てるよう努めていきたいと思い
ます。
　今もまだ余震や放射性物質への不
安が続いていますが、一刻も早く穏
やかな日々を皆様が過ごせる日が訪
れる事を切に願っています。

わたくしの
いのちひらひら
春の野へ 希古
春が行く
音無しの
白い町にも 東変木
東北の
固い空間
コブシ咲く 姫代


